






























論文の構成は以下の通 りである。第2節 では、本研究で扱 う対面聴解の定義、およ
び視覚情報の捉 え方 とその課題について述べる。第3節 では、話 し手の顔か ら得 られ
た情報に注目した、第二言語習得における聴解研究について考察する。第4節 では、










「理解」 と 「産出」の二つのプロセスが連鎖 して行われているが、本稿における対面
聴解とは、その前者の 「理解」のプロセスを意味する。対面で相手の発話を理解する
ので、当然相手 と同 じ空間にいるか、若 しくは リアルタイムでモニター等を通して、
相手とメッセージの伝達を共有することが前提となる2。また、そのメッセージの伝達
方向が一方的か双方向か、聞き手がメッセージの受け手(当 事者)で あるか傍聴者で











一つ 目は、視覚情報を広 く捉え、 「内容(content)」と 「文脈(context)」に分け
て検証する研究である。「内容」とは発話の内容に直接関係する図表等のことであ り、
その他の環境や人物に関するものが 「文脈」だと考えられている。 しかし、Suvorov






部位(顔 ・手 ・体全体)に よって分類されている。SueyoshiandHardison(2005)は、





し手の顔 か ら得た情報を、理解の手がか りとして使用 していた としても、聞き手 自身
はその使用 に気づいていない可能 性がある と指摘 した。実はKellerman(1990)は、
SueyoshiandHardison(2005)より以前 に、顔か らの視覚情報3は見落 とされやす く、
その重要性 に対す る認識 が不足 している と警鐘 を鳴 らしていた。 そ こで次 に、対 面聴
解 における話 し手の顔 か ら得 られ る視覚情報の働 きについて述べた後、 なぜそれ が重
要なのかについて考察す る。
2.3話し手の顔による視覚情報の働き
話 し手の顔か ら得られる視覚情報には二つある。表情 と調音情報である。表情 と調
音情報は、それぞれ対面聴解においてどのような働きをするのか。まず、表情は話 し
手の意図を正確に読み取るのに、不可欠な非言語的情報だと言われている。中村(2007)
は、表情は最も効率的に伝達 される情報の一つであ り、表情を表出 ・認識することは
コミュニケーションの基盤を支えて、その円滑化を促進するものだと述べている。
このように、表情は、特に主観的 ・感情的な情報の伝達にあたって、重要な役割を





た場合、聞き手の聴力が不十分な場 合などにおいてである(伊東 ・望 月 ・大西 ・中村
2009;積山2014)。
また、聴覚障害者が、相手に示された内容を理解する際に、手話を見ると同時に、









か ら得 られる情報に特有の重要な特徴だと言えよう。そ して、この特徴こそが、
Kellerman(1990)が顔からの視覚情報が重要だと強く主張 した理由だと思われる。
3Kellerman(1990)は特 に、顔 による視覚情報の中の 「theinformationconveyedbyarticulatory
movements(pp.272)」に注 目す る必要性を強調 していた。
















彼 らをまずプレイスメン トテス トで、上位グループと下位 グループに分けた。上位グ
ループと下位グループを、さらに素材の提示方法により、それぞれ三つの群、すなわ




った。また、映像で提示 された群に関して、上位 グループでは 「顔群」の方が得点が
高く、下位グループでは 「顔 ・ジェスチャー群」の方の得点が優位であった。
この相違について、Sueyoshi&Hardison(2005)は、上位 グループのほうが顔から




らい注視 し、手がか りとして取 り入れたのかについての判定が困難だか らである。 こ
















や図表なども同時に提示 した。そのため、映像群の得点が音声群 より高かったとい う





















つ特性 という観点から分析 していた。無論、視覚情報の持つ特性 も重要だが、視覚情
報の影響に関与 しているのは、視覚情報そのものだけではないはずである。例えば、
理解の主体 となる、学習者の持つ特性 も、大きく関与 していると考えられる。
5Wagner(2010)が対 象 と した 学 習 者 は 、 習 熟 度 がCEP(CambridgeEnglishProficiencyExam)の














浮き彫 りにするのが困難だと推 し測れる。よって、学習者の持つ特性 とい う観点を分










4.認 知心理学か らみた対面聴解における視覚情報 の影響
4.1調音情報が もた らす音声知覚へ の影響
認知心理学では、人の話 を聞 く際の聴覚情報 と視覚情報の交互作用 が、心理 学的実
験 によって進 め られてきた。そ こでは、話者の顔 か らもた らされ る調音情報が、聞 く
側の音声知覚 に与 える影響7(Audio-visualSpeechPerception)について、主に議論
されている。 これ らの研究成果 によ り、対面 コ ミュニケー シ ョンにお ける 口形な どの
視覚情報 の重要性が、徐 々に明 らかになって きている。
すでに英 ・西 ・仏 ・日 ・中 ・韓な ど、多 くの言語 において検 証 された調音情報 の影
響 には、大 きな特徴 が二つ ある。 一つ 目は、母語であるか否かに関わ らず、音声知覚
への調音情報 の影響 が見受 け られ ることである。Sekiyama&Tohkura(1993)は、非
母語の場合 は音声の曖昧 さ ・馴染みのな さの故 に、調音情報 を音声知覚 の手がか りと
して頼 る程度が高 くな り、母語 に比べて影響が顕著だ と述べてい る。Wang、Behne、and
Jiang(2008)によれ ば、調音 時報 を提示 した方が、第二言語の音声知覚の正答率 が向
上す るとされてい る。
7こ の音声知覚への調音 清報の影響を検証 した実験では、「マガーク効果」が用いられ ることが多い。











以上の先行研究から得 られた最 も重要な情報は、対面聴解において、話 し手の顔か
らの視覚情報が知覚されているとい うことが実証されたことである。そ して、その顔
からの情報の知覚は、言語の種類 と年齢に関わることなく行われていることと、言語












理論とその変遷 を概観 し、その理論からみた聴解 と視覚情報の関係について論じる。
4.2情報処理 システムにおける処理 資源の配分 と干渉
処理資源(processingresource)とは、認 知の情報処理 システムを動かす一種 の






8目 標 言 語 圏 内 で の 滞 在 期 間 の 長 さ と は 、 目標 言 語 が使 用 され て い る環 境 に さ ら され て い た期 間 の長
さ を指 す 。Wang、Behne、andJiang(2008)では 、rlinguisticexposureindexedbythelength
ofresidenceinanL2country」と表 現 して い る。 ま た 、 「LOR(lengthofresidence)」と表 記
され る こ と も あ る。
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③ 同一処理メカニズムを必要 とする課題は、処理資源を共有 し、競合する。
④ 同一処理メカニズムを必要 としない課題は、処理資源を共有 しない。
⑤ 難易度が高い課題は、より多くの処理資源を必要とする。





















Wickensのモデルでは、処理資源 は4つ の側面(dimension)から分類 されて いる。
さらに、各側面において、それぞれ 下位分類が設 け られ てい る(図1を 参照)。 分類
の詳細 は以下 に示す。
A.情報 処 理 の段 階(Stage):知 覚(符 号化)→ 認 知 →反 応10。
B.情報 の モ ダ リテ ィ(Modalities):視覚 と聴 覚 。
C.情報 処 理 の コー ド(Codes):空間 的 と言 語 的 。





















反 応 方 法
＼1(Resp・nSeS)、
図1多 重資源 モ デル(Wickens,2008,P.450を一部 改変;筆者訳)
Wickens(2008)によれば、A情報処理の段階、C情報処理のコー ド、D反応方法の
三つの側面において、処理資源はそれぞれの下位分類に沿って独立してお り、共有 さ













この話者の顔か らの情報は、視覚情報 として 目から収集 される。入力 された聴覚と視












































向けることで、情報の選択 を行 うのである。これは 「選択的注意(Selectiveattention)」
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